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 （ 4 ）『景徳伝灯録』巻四の「十大弟子」説は次のごとくである。
 　　　「第四世法持禅師者、潤州江寧人也。姓張氏、幼歳出家。年三十、游
黄梅忍大師坐下、聞法心開。後復遇方禅師、為之印可、乃継迹山門、
作牛頭宗祖。及黄梅謝世、謂弟子玄賾曰。後伝吾法者、可有十人、
金陵法持是其一也。後以法眼付智威禅師。」（大正蔵51、228下）
 　　『景徳伝灯録』では、他の弘忍の弟子については知られないが、玄賾と
法持は「十人」に含まれている。
 　これらの対比によって、各文献の作者が、テキストを著述する際に、自
派を中心に据えるような書き換えを行っていたことを知ることができる。
この問題の詳細は、印順法師の『中国禅宗史』の関連する記述を参照され
たい（前揭『中国禅宗史』61-63頁。また、韓伝強『禅宗北宗研究』、宗教文
化出版社、2013年、246頁も参照）。
26 現在のところ、『絶観論』には七つの写本の存在が知られる。即ち、ペリオ
2045号、ペリオ2074号、ペリオ2732号、ペリオ2885号、閏84号、積翠軒本、
ドイツ国立図書館本（Q.1433号）である。その中で、積翠軒本（石井光雄
旧蔵本）は首尾完結で、首題が「入理縁門一巻」、尾題が「縁門論一巻」となっ
ており、ペリオ2732号と似た最初の問答十五節のみを写したものである。
写本そのものについて言えば、筆者は現在のところ、鈴木大拙編・古田紹
欽校訂の影印本（鈴木大拙編・古田紹欽校『敦煌出土積翠軒本絶観論』弘
文堂書房（東京）、1945年、1 -10頁）を見ただけであるが、その写眞は必ず
しも明瞭ではない。
27 この表で引く『絶観論』は前揭の積翠軒本に基づく。
28 黄永武主編『敦煌宝蔵』15（新文豊出版公司〈台北〉、1981年）588頁。
29 黄永武主編『敦煌宝蔵』116（新文豊出版公司〈台北〉、1985年）47頁。
30 黄永武主編『敦煌宝蔵』134（新文豊出版公司〈台北〉、1986年）218頁。
31 前揭『敦煌宝蔵』116、47頁。
32 前揭『敦煌宝蔵』116、47頁。
33 かつて筆者は、僧稠系統が北宗禅に与えた影響について論じたことがある。
敦煌文書の中でも、ペリオ3664号・ペリオ3559号は、特殊な禅文献の集成
であり、そこに書写された十四の文献の多くは北宗と関係を持っている。
これらの文献の中で隠れた形で現われてくる重要人物が僧稠（480-560）で
ある。冉雲華先生の説によると、これらの文献の中で僧稠と関係を持つ禅
文献は『先徳集於双峰山（塔）各談玄理十二』『稠禅師意』『稠禅師薬方療
‒ 37 ‒
有漏』『大乗心行論』の四つである（冉雲華『中国禅学研究論集』〈東初出
版社（台北）、1990年〉69-99頁）。この四つの禅文献の中で『稠禅師意』と『大
乗心行論』は「安心」「看心」を説くので、一部の学者は北宗禅文献と見做
している（篠原壽雄「北宗禅と南宗禅」、『講座敦煌 8、敦煌仏典と禅』大
東出版社〈東京〉、1980年、177-179頁）。
34 前揭『中国禅学研究論集』54頁。
35 大正蔵50、596下。
36 段文傑主編『甘肅蔵敦煌文献』第六巻（甘肅人民出版社、1999年）275頁。

※本研究は、2019年度の「安徽省高等教育機関の優秀な人材を支援するプ
ロジェクト」の重点項目として採択された「宋朝時期北宋禅研究」
（gxygZD2019076）による研究成果の一部である。
